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■研究の背景
　３Ｄデータを活用したものづくりが一般化する中、現物の立体形状をスキャンできる「非接触
３次元測定機」の普及が進んでいます。複雑形状の部品を測定する場合、データの欠損が発生し
ない様に、測定物を多方向から測定する必要があり、この作業に多くの手間を要しています。
　そこで、非接触３次元測定のデータ欠損を、少ない測定回数で埋めることを目的に、ビュープ
ランニング手法※を用いて測定位置および姿勢を算出し、それらを作業者に提示するシステムを
開発しました。
 
※ビュープランニング手法：測定物の測定済みのデータから、次の測定点で測定した場合に予測
される未測定領域の削減量等を計算し、次の測定点として最適な位置を求める手法。

■研究の要点
１．ビュープランニング手法を用いた測定位置算出プログラムの開発
２．深度カメラとARマーカを用いた測定位置提示システムの開発
３．システムの効果の検証

■研究の成果
１．ビュープランニング手法を用いて、欠損箇所を効率的に埋める測定位置を算出するプログラ
ムを開発しました。
２．深度カメラを用いて、測定機と測定物との相対的な位置関係を取得し、最適な測定位置を重
ねて表示する測定位置提示システムを開発しました。
３．開発システムを複雑形状の部品に適用した結果、従来の方法と比べて測定回数が約30%少な
くなりました。
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